
 令和３年度はこのような流れで進めています  

※ワーキンググループ（ＷＧ） 
 「なごやか地域福祉２０２０」の取り組みに関わっている名古屋市と
市・区社会福祉協議会の関係部署の職員で構成する検討チームで、主に
計画の進行管理や地域福祉を進めていく上での共通認識・理解の浸透、
分野横断的な課題の整理や具体的な取り組みの検討を行っています。 

令和２年度にスタートした『なごやか地域福祉２０２０』（計画期間：令和２年～６年）

も今年度で２年目に突入！！「地域の誰もが役割を持って、つながり支えあいながら、自分

らしく暮らし活躍できる地域社会の実現」を目指して、令和３年度は、ワーキンググループ

（※）などにより前年度実施した取り組みの進捗状況や課題を整理しています。３つの「取

り組むべき方向性」と６つの「方策」に基づいて、行政機関はじめ関係各所が課題を共有・

整理し、具体的な取り組みについて検討していきます。

発行：なごやか地域福祉 2020 推進事務局 

ニュース 

なごやか地域福祉２０２０の推進状況をお知らせするためのニュースです。 
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公式ホームページでは、計画及び推進状況を 

順次お知らせしています。 
なごやか地域福祉２０２０ 検索 

なごやか地域福祉

検
討
グ
ル
ー
プ
の
設
定

令
和
２
年
度
の
進
捗
状
況
の

確
認
・
課
題
出
し

課
題
の
共
有
・
整
理

意
見
交
換

地
域
福
祉
に
関
す
る
懇
談
会

２年 

３月 

３年 

11 月ＷＧ 

４年 

1 月ＷＧ 

４年 

２月 

４
年
度
へ

コロナ禍では、地域福
祉活動にもいろいろ
な影響があったよね。
みんなどんな工夫を
していたんだろう？ 

地域の困りごとを
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には、みんながお互
いを理解しながら
協力して取り組む
ことが大事だよね。 

一緒に考えたり、
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実践報告１ 地域支えあい活動実践者（発表者：千種区千代田橋学区地域福祉推進協議会）

実践報告１では、住民のちょっとした困りごとを住民同士の助けあいで 

解決を図ろうとする「地域支えあい事業」の実践発表でした。 

千種区千代田橋学区では、活動を通じて地域のつながりができたものの、

ボランティアの高齢化や後継者問題が課題となっていることや、コロナの

影響があっても感染防止対策を行い、工夫しながら活動されてきた、つなが

り続けるための実践、お助け活動の事例をお話しいただきました。 

実践報告２ ふれあい・いきいきサロン活動実践者（発表者：昭和区御器所学区社会福祉協議会）

実践報告２では、身近な場所で気軽に集まることのできる場所「ふれあい・ 

いきいきサロン」活動の実践発表でした。 

昭和区御器所学区では、高齢者にとってコロナ禍でも外出や人との関わりは 

大切であるとの考えから、感染症対策の徹底やプログラムの見直しなどにより 

実施されている状況をお話しいただきました。また、夏休みの子どもの居場所 

づくりに熱心に取り組まれた内容も紹介いただきました。 

実践報告３ 孤立防止のための見守り実施事業者（発表者：瑞穂区東部いきいき支援センター）

実践報告３では、高齢者の孤立防止を支援する「高齢者見守り支援事業」

について、専門職である見守り支援員の方からの実践発表でした。 

               コロナ禍により地域での訪問活動の制限などがある場合もある中、複合的

な課題を抱える世帯へは引き続き定期的な訪問が必要であることを、事例を通

してお話しいただきました。また、瑞穂区独自の孤立防止の取り組みとして、

「見守られ上手さん」の取り組みとパンフレットを紹介いただきました。

講 話 日本福祉大学中央福祉専門学校 校長 長岩嘉文 様

人と人とが直接会って、つながり、支えあうことが地域福祉活動 

の基本形でありましたが、感染拡大防止のために、集いの場である 

サロン活動の中止や、見守り活動の自粛など、人と人とがつながる 

機会が減っている状況をお話しいただきました。 

しかし、そんな中でも地域住民の方が工夫を凝らして、人と人との 

つながり方を模索し続けて活動した全国の実践例として、マスクと 

一緒にメッセージカードを配布して見守りを行う活動や、絵手紙を 

通した世代間交流、家の玄関先で野菜を育てながらご近所同士で声を掛けあい孤立を防ぐ取り組みなど、 

様々な実践例を紹介いただき、地域での気に掛けあう関係づくりのヒントをいただくことができました。 

1０月２9 日（金）に名古屋国際会議場白鳥ホールにて、「つながり・支えあおう 地域福祉のすゝめ』（主催：

名古屋市・名古屋市社会福祉協議会）が開催されました。本イベントは、地域における実践事例の発表を通じ

て、地域福祉活動への参加意欲の向上を図り、地域の福祉力の向上につなげることを目的としています。 

今年度は『「新しい生活様式」によるこれからの地域福祉』をテーマに、実践報告やパネルディスカッションを

行いました。当日の開催の様子についてご紹介いたします！ 


